
とっとり県議会だより

7月23日にブラジルサンパウロ州において、
第2アリアンサ鳥取村入植90周年記念式典が
開催され、藤縄副議長を団長に、森議員、福田
議員の3名が参加した。

第2アリアンサ鳥取村では、1994年から現
在まで、同地の日本語学校に本県の教員を派
遣し、日本語指導や文化等の伝達に尽くしてい
る。生徒たちの日本語能力は非常に高く、今後
も継続した教員派遣の必要性を強く感じた。ま
た、ブラジル鳥取県人会の皆さんとの意見交
換を行い、次世代の交流を担う新しい人材の
育成が最重要課題であることを痛感した。 10月17日から20日まで台湾へ上村議員を

団長に、6名の議員を派遣した。
観光誘客に係る現地動向と課題、地域間・学

校間交流の現状や今後の可能性を探るととも
に、防災の取組などについて調査を行った。

訪問先のうち、台中市温泉観光協会では、三
朝温泉旅館協同組合と「温泉交流促進に関す
る覚書」を結んでおり、相互訪問も行われてい
る。今後、様々なレベルでの交流が広がってい
くことが期待されるものであった。

国際交流と海外調査
鳥取県議会では、友好提携している諸地域との地方間の国際交流に力を入れている。

11月25日、ロシア沿海地方のミクルシェフスキー・ウラジーミル知事が、鳥取県議会議場で演説
を行った。

ミクルシェフスキー知事は、ロシア沿海地方と鳥取県の友好交流25周年の記念事業出席のため
来県。11月定例会の開会にあたり、議場で演説いただくこととなった。

外国の知事が議場で演説するのは、平成16年に韓国江原道の金 振兟知事以来12年ぶり。
ミクルシェフスキー知事は、鳥取県中部地震の被災者に見舞いの言葉を送られるとともに、「真の

友人は、嬉しい時よりも困難な時にこそわかる」というロシアのことわざを引用し、沿海地方が8月
の台風で被災した際に鳥取県から届いた励ましに感謝の念を示
された。

また、沿海地方の住民の間で鳥取県の観光地や文化などへの
関心が高まっているとして、従来の交流関係を維持し、観光・経
済分野での関係拡大の必要性を訴えられ、DBSフェリー、鳥取ウ
ラジオストクチャーター便、企業家同士の協力等を促進すること
が大事、お互いの地域住民のためにこれからも協力して経済・文
化の共同プロジェクトの実施を期待すると述べられた。

ロシア沿海地方知事 鳥取県議会で演説
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　11月定例会で
は、本委員会所管
の鳥取県中部地震
関連をはじめとし
た28年度補正予算
などの8件の議案

について、慎重審議の結果、いずれも原案どおり
可決すべきものと決定した。　
併せて請願・陳情の審査を行い、災害時に十
分な給食を提供できるよう民間や市町村同士で
協定を結ぶよう求める陳情は趣旨採択、議員の
海外視察の旅費を自己負担するよう条例改正を
求める請願は不採択、県立高等学校の数の維持
と学級定員の引下げを求める継続の陳情は、趣
旨採択と決定した。
また、地域に出向き広く県民の意見を聞く「出前
県議会」として、地方創生の主要施策である生涯
活躍のまち（CCRC）の取組について南部町におい
て意見交換を行った。また、県内調査として、県立
美術館の検討の参考とするため、米子市美術館、
島根県立美術館、足立美術館を調査した。

　11月定例会で
は、本委員会所管
の平成28年度一般
会計補正予算をは
じめとした9件の議
案について、慎重に

審議を行った結果、いずれも原案どおり可決また
は承認すべきものと決定した。
付議案の主なものとしては、10月21日に発生し
た県中部地震により被災した世帯の住宅再建及
び住宅修繕を支援するもの、県内において大麻
栽培の免許を受けた者の免許を取り消す事件が
発生したことから、県内における大麻草の栽培を
認めないものとする県条例の改正があった。
また、新規の請願1件、陳情4件並びに継続分
の陳情1件を審査した。このうち、保育士・学童保
育指導員等の処遇改善を求める陳情は、願意の
聞き取りを行い、慎重に審査を行った結果、市町
村や保育関係者の意見を確認する必要があるこ
と等から、研究のため留保と決定した。

　11月定例会で
は、本委員会所管
の平成28年度鳥取
県一般会計補正予
算などの7議案を
慎重に審議し、いず
れも原案のとおり

可決及び承認すべきものと決定した。
補正予算の主な事業は、鳥取県中部地震によ
り被災した中小・小規模事業者の施設・設備の原
状回復を支援する事業、同じく鳥取県中部地震
により被災した農業協同組合等が所有する共同
利用施設の復旧を支援する事業などがあった。
併せて、新規の陳情1件の審査を行い、鳥取県
中部地震を受けた防災体制の強化（農家支援関
係）については趣旨採択と決定した。
また、11月に開催した出前県議会では、八頭
中央森林組合、若桜木材協同組合、山陰丸和林
業株式会社、鳥取市、若桜町、八頭町と、県産材
の安定供給体制の構築等について意見交換を
行った。

　11月定例会で
は、平成28年度鳥
取県一般会計補正
予算などの8議案に
ついて慎重に審議
を行い、その結果、
いずれの議案も妥

当なものと認め、原案のとおり可決すべきものと
決定した。
陳情については、新規分1件、継続分2件につい

て慎重に審査を行い、このうち鳥取県中部地震を
受けた防災体制の強化（物資・避難所関係）につ
いては趣旨採択と決定した。
また、11月9日に大山町内において「出前県議
会」を開催し「大山開山1300年祭に向けた取組に
ついて」をテーマに県西部の市町村や関係団体か
ら多様な意見を聴取した。11月22日には、岡山市
内で「鳥取・岡山両県議会土木関係常任委員会合
同会議」が開催された。両県を結ぶ道路網の整備
状況等について協議、意見交換を行い、その結果
を踏まえて国等に要望書を提出することとした。

常任委員会 活動
総務教育常任委員会総務教育常任委員会 福祉生活病院常任委員会福祉生活病院常任委員会

農林水産商工常任委員会農林水産商工常任委員会 地域振興県土警察常任委員会地域振興県土警察常任委員会

鳥取県議会には4つの常任委員会があり、定例会
中の付託案件の審議に加え、閉会中も継続審査や
県内外調査、勉強会などの活動を続けています。
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